
 

会を開催し、役員、代議員６０人の参加のもとに、提案された 201、それそれいせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省は、２０２０年度に２０万人、２０２５年度に３８万人の介護職員が不足すると２０１５年に

推計しています。介護職員の処遇を改善し、離職率を下げる対策などを講じるとしています。しかし人手不

足と言われる今日、本当に介護サービスは維持されるのでしょうか。 

今までは、「税と社会保障の一体改革」と云って介護費用の増嵩に焦点がありました。介護は医療と異な

り、もともと家族が担ってきました。介護サービスの低減⇒介護離職⇒人手不足と云う、負のスパイラルは

避けたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府は解決策として「地域包括システムの構築」を提唱しています。【目標】については誰にも異存はな

いものと思います。【方策】については介護職員を補完する「ボランティア」の活用など住民の助け合いに 

よる人手の確保を意味するようです。村山市長自身は市議会の一般質問で次のように答弁しています。 

 

 

 

 

 

 

 今までの社会保障は、税金や保険料と言う金銭的助け合いでした。負担能力に応じた、法律に基づく強制

的助け合い、が行われてきました。しかし人手による助け合いは介護サービスの一部を代行できても制度的

に介護サービス提供の一翼を担うことは可能なのでしょうか 

【主体】全国の市町村で「新総合事業」の取り組みが行われています。超高齢化社会は人類にとって経験の

ないことです。各市町村のいろいろな工夫に期待してみましょう。 

 

 

 

 

 

先行きは不透明ですが、先ずは皆で介護予防に努めましょう。体を動かし、人と交わり、会話して、何が介

護予防に役立つか学びましょう。社会への関心を持ち続けましょう。楽しく継続できる活動を探しましょう。 

★発 行 201９年５月３１日 

★発行人 会長 小山正明 

★事務局 上越市五智３丁目３－１０ 

（連合新潟上越地域協議会内） 
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会報第１１号 
上越地域退職者連合 

介護サービスは大丈夫か 

介護サービスは人手。介護職員不足。人で不足 

地域包括システムの構築 

【目標】 重度な要介護状態になっても住み慣れた地域で自分らしい人生の最後まで続けるこ

とができる社会の実現。 

【方策】 医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保される体制の構築 

【主体】 保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基ずき地域の特性に応

じて作り上げていく。 

当市においては、平成２７年度から取り組みを開始いたしました新総合事業で、資格を有する職員にはよ

り専門的な業務について頂く一方で、資格を持たない人でも体系的なカリキュラムに基づく研修を受講し

た上で、生活支援や通いの場等のサービス提供者となっていただくことのできる仕組みを整備する等多様

な介護人材の確保を図ってきている。 

体を動かし、人と交わり、会話し 

介護予防を心がけよう 
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県議会議員選挙戦を振り返って 

第１９回統一地方選の県議会選挙が３月２９告示、４月７日投票で行われ、全県の投票率は４９・７７％で過

去最低だった前回とほぼ同じでしたが、定数５３名に対し見附市、南魚沼市、南魚等で自民党を破り連合新潟推

薦者は前回を上回る１５人が当選し自民党は改選前３３議席から５議席減らしましたが過半数を取りました。 

上越市選挙区は、定数５名に対して連合新潟推薦の小山よしもと候補（社民）秋山みえこ候補（無所属）の両

氏と自民党２人無所属（自民推薦）１人、共産党１人の少数激戦でしたが投票率は４８・８７％でした。小山候

補は６期の経験を持つベテランで秋山候補は前回上越市で初めての女性県議で初当選して２期目の挑戦でした。

前回２０１５年の選挙では、秋山さんは１４１５３（２位当選）でしたが、今回は前回より２６４５票減で５位

でしたし、小山さんは１０９票減の１２２９３（３位当選）でした。２人共大変厳しい闘いでしたが勝利するこ

とができました事に対して上越地域退職者連合の皆様から大きなご支援を頂きましたことに感謝申し上げます。 

しかし県全体は自民党の過半数を許してしましました。来る７月の参議院選挙は正念場です。「忖度政治」を

止めさせるためにも私たちは団結して頑張りましょう。小山、秋山県議の益々のご活躍を期待し、私達上越退職

者連合も引き続き２人の応援をしていきましょう。 

上越退職者連合 会長 小山正明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしと平和を守る先頭に 

新潟県議会議員 小山芳元 

この度の県議選は大変厳しい闘いでしたが、７期目の当選を果たすことができました。 

連合退職者連合の皆様には大きなご支援、お力添えをいただきました事に心から感謝と御礼を申し上げま

す。 

選挙戦で訴えた、６期２４年間の培った豊かな経験と誰にも負けない熱意と行動力で組織、党派の垣根を

越えて上越発展のリーダー役として全力投球する決意であります。 

県全体の県議選結果は自民党が若干数を減らしたもの大きな変動はありませんでした。したがって従来の

数の力による利益誘導型の政治が、繰り返されることになります。このため引き続き「未来にいがた」の代

表として自民党と対峙し、多様な県民の声が反映される県政改革に向けて先頭に立って頑張ります。 

原発、憲法、消費税、農業、福祉等私たちの、子や孫の将来に暗雲を漂わせる政治が続いています。とり

わけ向こう４年間に柏崎・刈羽原発の再稼働が大きな焦点になる可能性が濃厚です。子供達の未来に負の財

産を先送りしない為にも、何としてでも原発の再稼働を阻止し原発ゼロの社会の実現に向け先頭に立ち積極

的に行動します。 

安倍の「一強政治」に歯止めをかけるには、「市民と野党の結集」が不可欠です。私はこれまで参院選に

おける森ゆう子さん、の勝利、米山県政の誕生と「市民と野党」結集の要として、新潟から政治を変える一

翼を担ってきました。この先も「市民と野党の結集」をより深化させ夏の参院選の勝利と、その先の衆院選

の「梅谷 守さん」の勝利を勝ち取るためにも引き続き新潟から政治を変えるリーダーとして全力投球しま

す。 

変わらぬご支援、ご鞭撻をお願い申し上げて、県議選の御礼の言葉とさせていただきます。 

大変ありがとうございました。 

夏の参議院選挙は連合推薦候補の「打越さくら」を応援しよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９０回上越地区メーデー開催 

第９０回連合上越地区メーデーは、連休初日の４月２７日、１０時～ 
上越文化会館において１０００名の組合員、OB、来賓（上越退職者 

連合も招待され）の参加で開催されました。前日の天候の関係もあり、 

デモ行進は中止となりましたが、多くの組合員が参集し、各産別、各単 

組の組合旗、のぼり旗が立てられ熱気ある雰囲気の中で進められ、労働 

者の権利と団結を守る決意が固められました。 

 

ある退職者連合の仲間は「OBになって初めて参

加した。現役の頃が思い出され、『血わき、肉お

どる』気持ちでした。これからも現役の足手ま

といにならないように OB としてできることを

実践していきたい」と語っていました。 

「メーデー宣言」より抜粋 

世界では貧困と格差が拡大し、民主主義を脅かす言動が頻発し、不安が高まっている。国内外の関係団体と連

携しすべての仲間、全ての人が平和・人権を守り、笑顔あふれる未来に向けて全力を上げて取り組むことをここ

に宣言する。               １９・４・２７ 第９０回連合上越地区メーデー 

 

 

 

 

 

 

 

新たな気持ちで２期目スタート 

新潟県議会議員 秋山三枝子 

大変厳しい選挙でしたが皆様のお力添えを頂き、２期目のスタートができました事に感謝申し上げます。

当選直後所属する会派の選択が求められます。初当選の時は何の迷いもなく「民主党」でしたが、今回は「リ

ベラルにいがた」という新しい会派の立ち上げに参加しこれまで所属していた「未来にいがた」から移るこ

とを決意しました。 

“新しい場で可能性に挑戦してみたい”という私の突然の発意を戸惑いつつ受け入れた頂いた皆様にはこ

れからの活動で恩返しできるよう頑張ってまいります。 

「リベラルにいがた」は無所属議員５人の小さな会派ですがリベラルの意味を「自由と改革」ととらえ、

自由で民主的な県民主体の県政確立を基本理念に据えました。活動指針には「県財政健全化に向けた議論の

推進」「人口減少に対する実効性のある施策推進、」「環境保全と経済成長の両立に向けた施策推進」「原発ゼ

ロを見据えた再生可能エネルギー関係施設の推進」「県民にわかり易い議会透明化に向けた議論の推進」を掲

げました。常に県民目線の会派でありたいと願っております。 

会派も私自身もまだまだ勉強が必要です。研鑽を重ね皆様の期待の応えられるよう日々精進に勤めてまい

ります。これからも叱咤激励をよろしくお願いいたします。 

 

 

あいさつする羽深会長 

参加された組合員 

夏の参院選は連合推薦候補の「打越さくら」の当選に向けて頑張ろう 

上越地域退職者連合・第６回学習会 

介護予防 講義と実技 

１０月２５日（金）１４時～１６時 市民プラザ第１会議室＆グラスハウス 


